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CCSRINIESIFRSGC 　AGCM で 再現され る 対流 と結合 した 赤道波の 解析
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1 ，は じめ に

大循環 モ デル に お い て 現実的な降水 を シ ミ ュ レ
ー

ト

す るため に は ， 積雲 対 流 の パ ラ メタ リゼ
ー

シ ョ ン が

正 し く機能 し，積雲対流と大気循環が適切に結合 し

て い る必 要 が ある ．特に Madden −Julian振動な どの

組 織化 され た 降水現 象 の 再現 性 は モ デル の 水準 を表

す もの と して 注目され て い る （Slingo　et　al．1996）．

近年の 大気大循環モ デル の分解能向上 に伴 い，よ り

細 かな 時空 間 ス ケ
ー

ル で の 気 象現 象の 再現 が可 能 と

な っ た，赤 道 近傍 の 降水 現 象に は、数 日 ス ケ
ー

ル の

赤 道波的な 特性 を顕 著 に示す 組織 化が 発 見 され て い

る　（Takayabu　l　994．　Wheeler　and 　Kiladis　1999）．そ こ

で本研究で は，CCSRINIESIFRSGC 　 AGCM で再現さ

れた対流 と結合し た赤道波に つ い て調 べ た ，

2 ．結果

Inter9・vemmental 　 Panel ・n 　C］imate　Change （IPCC）温

暖 化 実 験 に 向 け て 開 発 を 進 め て い る

CCSR ／NIESIFRS   AGCM 　 version 　 5．7 （T106L56 ）を

用 い て 大気 モ デル 相互 比較プ ロ ジ ェ ク ト （AMIP ）に

準 じた実験 を行 い ，1979 −1999 年 の シ ミ ュ レ
ー

シ ョ

ン 結果 を 解析 し た ．図 1 に 日平均外向き 長波放射

（OLR ） の 時空間 ス ペ ク トル を示す。赤道波 の 分 散

関係を 調 べ る にあた り，OLR を赤道 に関す る 対称

成分と反対称成分 に分離 し，さ らに求めた ス ペ ク ト

ル とバ ッ ク グラウ ン ド信 号 の 比 を取 っ た，こ れ によ

っ て 各種赤道波が 明瞭に検出で き る ．積雲対流過程

に相対湿度 80％ の 対流抑制 （Emori 　et 　al．2001 参照）

をか けた ラ ン （標準実験 ） と対流抑 制 を外 した ラ ン

を行 っ た ．対流 抑制を導入 す る と NOAA 　OLR デー

タ に 見 られ る よ う に ，対称成 分に はケ ル ビ ン波 （上

段各図の 右半面），ロ ス ビー波 （ヒ段 各図左 ド）の

シ グナ ル が，反対 称成分 には n＝O の 東進慣性重 力

波 （
．
F段各図 右半面 ），混 合 ロ スビ

ー重力波 （下段

各図左半面 ）の シグナ ルが 明瞭に現れ た．対流抑制

を外す と こ れ らの 対 流 と結合 した赤道 波 の 分散 関係

はほ とん ど消失 した，講演で は，各種赤道波の 活動

度 の 地理的分布 に つ い て も考察す る ，
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− 4　 − 2 　　 　 Wqve 図 1 　 日単位OLR の時 空間 パ ワースペ ク トル．横軸は波数（正：
進 ， 負 ： 西 進 〉 ， 縦 軸は周波数． 下段 は赤道反対 称成分．（a）（d ）NOAAOLR データ，（b）（e）AGCM （標準実験 ） ，（

f ） AGCM （ 対

抑制なし）． 　　 　　 　　
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